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義務化にあたっての検討事項

✔ OA義務化の施⾏は2年後の予定

✔ 従来のグリーンOAは履⾏⼿段のうちのひとつ

✔ しかし … グリーンOA未実施機関が⼤半

✔ 未実施機関による実施をどう実現︖
讀賣新聞オンライン

https://www.yomiuri.co.jp/science/20230510-OYT1T50020/
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未実施の原因

メタデータ取得

OA確認

筆頭著者確認

ポリシー確認

データ登録

助成確認

本⽂提供依頼

進捗管理

⽂献DB所属機関名検索

⾮OA論⽂特定（重複回避⽤）

助成論⽂特定（義務化対応⽤）

筆頭著者論⽂特定（重複回避⽤）

ジャーナル規定確認

研究者への本⽂提供依頼

本⽂・メタデータ登録

OA登録状況モニター

ワークフロー

原因
✔ 図書館への負担⼤︕︖

詳細
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負担の性質

メタデータ取得

OA確認

筆頭著者確認

ポリシー確認

データ登録

助成確認

本⽂提供依頼

進捗管理

⼿動

未認識→絞込みなし→論⽂多数

未認識→絞込みなし→論⽂多数

未認識→絞込みなし→論⽂多数

⼿動

⼿動

⼿動

⼿動

ワークフロー 性質

性質
✔ ⼿動 × 未認識
＝ ⼿動による悉皆処理
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負担軽減の⽅法

メタデータ取得

OA確認

筆頭著者確認

ポリシー確認

データ登録

助成確認

本⽂提供依頼

進捗管理

⾃動化

通知→認識→絞込み→論⽂少数

通知→認識→絞込み→論⽂少数

通知→認識→絞込み→論⽂少数

半⾃動化

⾃動化

⾃動化

ワークフロー ⽅法

⽅法
✔ ⾃動化 × 通知
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⾃動化・通知の具体策

メタデータ取得

OA確認

筆頭著者確認

ポリシー確認

データ登録

助成確認

本⽂提供依頼

進捗管理

ワークフロー

具体策
✔ ⽂献DB連携
✔ ポリシーDB連携
✔ モニター連携

⽅法

ポリシーDB連携

モニター連携

⽂献DB連携

⽂献DB連携

⽂献DB連携

⽂献DB連携

⽂献DB連携
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補⾜︓絞込みによる論⽂数の変化

メタデータ取得

OA確認

筆頭著者確認

ポリシー確認

データ登録

助成確認

本⽂提供依頼

進捗管理

160

87

21

42

ワークフロー

変化
✔ タスク毎に約50%減少
クエリ︓東京⼤学
期間︓4/23〜29

論⽂数

49

87

160 160

89

AND

AND AND AND
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機能の概要

⑬グラフ⑫データ

⑧本⽂

①機関名

②メタデータ
②OA情報
②筆頭著者情報
②助成情報 研究者③リスト

⑥リスト

⑨アイテム選択

⑩リスト

⑦メール

⑪本⽂

⑤ポリシーURL

④ISSN

モニター

リスト

UMS

IR

IRスタッフ

ポリシーDB

⽂献DB
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ユーザーインターフェイス（イメージ）



結論とお知らせ
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✔ 未実施機関による履⾏をどう実現︖︓システムの活⽤により可能

✔ 今年度初秋のデプロイを⽬標に開発中

✔ 利⽤希望JCユーザー募集中（LENSとの個別契約不要）



11

ご清聴ありがとうございました

m-kawai@nii.ac.jp


